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峰ヶ丘会報№161

　峰ヶ丘同窓会会員の皆様、お元気にてお過ごしのことと
お喜び申し上げます。
　５月下旬の現在、１医療機関当たりのコロナウイルス感
染者数は最盛期の30人近くから３人程度まで落ち着いて
きて、支部総会やクラス会の開催も聞こえるようになりま
した。
　昨夏以降の当会活動の一つは、コロナ禍で経済的困難が
増している学生支援でした。本年も１月末から２月初めの
後期試験中の３日間、新たな学生支援として宇大ブランド
米（ゆうだい21）900kgを生協食堂に委ね、１食200円
のハラール牛丼として提供し、学生、教職員からも好評を
得ました。この取り組みはＮＨＫ宇都宮放送局と下野新聞
の取材も受けて報道されました。
　かねて、母校では高農時代の遺産建造物である旧講堂、
旧図書館書庫であった石蔵を含むフランス式庭園やイギリ
ス式庭園などの一帯をヒストリカルゾーンとして整備する

計画で、この２月から高農創立２年後（1924）に建造さ
れた石蔵Ａ棟と1957年に追加建築された石蔵Ｂ棟の解体
撤去工事を進めていましたが、３月になって急遽、建築学
的にも文化的にも価値が高いとされてきた石蔵Aを残し、
可能な補修を加えて保存することと併せて、このゾーン全
体の整備計画も見直すことに変更されました。
　同窓会常任理事会は、昨年以来、石蔵の全面解体には懸
念を表明しましたが、解体が確定されたことから、Ａ棟に
使用されている高農時代の校章を刻んだ芦野石や良質な大
谷石を利用して農学部創立100周年記念碑の建立計画を検
討していたところでした。しかし上記のように「高農時代
の歴史的文化的ゾーンの整備」がなされることになり、
峰ヶ丘同窓会としてもこの計画に対し可能な協力を検討中
です。本年６月開催予定の令和５年度理事会においてもご
意見などを頂きたいと考えています。
　また、本年11月18日には、農学部創立100周年記念事
業が開催されます。峰ヶ丘同窓会としても創立100周年を
お祝いするとともに、母校のいっそうの発展を願って会報
第161号（本号）では記念特集を組んだところです。また、
これまで４年ごとに刊行されてきた冊子体の当会会員名簿
は、本年秋の発刊が最後になります。同窓生の絆として重
要な役割を果たしてきた会員名簿も時代の流れとともに空
白箇所が目立つようになり、刊行の停止に至った次第で
す。峰ヶ丘同窓会会員の皆様のご理解をお願いいたします。
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　峰ヶ丘同窓会の皆様におかれましては、益々ご清祥のこ
ととお慶び申し上げます。私は令和３年４月より農学部長
を務めさせて頂いております山根と申します。この度は
100周年の節目の同窓会報に紙面を頂き、ご挨拶と農学部
の近況報告を申し上げます。同窓会の皆様には「100円カ
レー」、「ハラール牛丼」の企画や学費支援、見舞金など、
学生諸君と農学部に様々なサポートを頂き、深く感謝して
おります。
　お陰様で、コロナ禍も落ち着き、授業、実習、実験、サー
クル活動など全て対面で行えるようになりました。農学部
では同窓会からの支援も頂き、研究活動などで貢献があっ
た教員と学生に栄誉賞、奨励賞、学生特別貢献賞をお贈り
しております。令和４年度は21名の学生が受賞されてい
ます。入試につきましては令和５年度の倍率は3.5倍程度
にやや改善し、少しずつ受験生が戻って来ているところで
す。最新の就職状況ですが、学部生の56％が就職、40％

が進学しております。
　昨年度に文科省と本学より12億円余りのサポートを頂
き、附属農場の牛舎と管理棟が40年ぶりに新築・整備さ
れました。附属農場はＧＡＰを活用した酪農の実践が評
価され、ＧＡＰ実践大賞2022特別賞を受賞しました。前
田忠信先生育成のゆうだい21は全国の食味コンテンスで
高い評価を頂いておりますが、昨年から全学的にゆうだい
21プロジェクトを進めている中で、栃木中央食販様に加
えて全農パールライス様でも取扱い頂き、スーパーなどで
もよく目にするようになりました。船生の演習林のヒノキ
やスギはウッドショック以降も高い評価を頂いておりま
す。本年３月に栃木県と林業人材の確保について協定を締
結し、栃木県林業大学校（仮称）の実習の場として船生演
習林を活用頂くことになりました。
　さて、中央教育審議会において、教育における「不易流
行」の重要性が見直されています。私たちとしましても、
変わらない農学教育の本質を見失わず、時代の変化にも対
応していく農学部でありたいと考えております。この２年
にわたり新しい農学部に向けての改組に取り組んで参りま
した。まだ、結論はこれからですが、いずれの形になりま
しても、同窓生の皆様には引き続きお力添えを頂きたく、
よろしくお願い申し上げます。末筆ながら、皆様のご健勝
をお祈りしますとともに、100周年の記念式典でお目にか
かれるのを楽しみにしております。
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